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次
亜
塩
素
酸
水
の
空
間
噴
霧
を
め
ぐ
る
不
可
解【
そ
の
２
】

　

２
０
２
０
年
４
月
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
奮
い
、
政

府
は
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
。マ
ス
ク
や
防
護
服
な
ど
が
不

足
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。広

く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
も
同
様
で
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
頭
価
格
が

高
騰
。政
府
は
、消
毒
剤
メ
ー
カ
ー

に
増
産
を
要
請
し
た
ほ
か
、
酒
造

メ
ー
カ
ー
が
高
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル

消
毒
液
生
産
に
乗
り
出
し
た
。一

方
で
政
府
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
の
需
要
を
抑
制
す
る
た
め
、
独

立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）に
一
定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
代
替
的
な
消
毒
方

法
の
有
効
性
の
評
価
を
委
託
。界

面
活
性
剤
（
台
所
用
洗
剤
な
ど
）、

次
亜
塩
素
酸
水
、
第
４
級
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
塩
の
３
種
類
が
対
象
と
な

っ
た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
は
２
０
２
０
年
５
月

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
安
価
で
効
果
的
な
殺
菌
剤
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
も
殺
菌
・
不
活
化
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、次
亜
塩
素
酸
水
を
超
音
波
噴
霧
器
で
空
間

噴
霧
す
る
空
間
除
菌
に
つ
い
て
、
政
府（
経
産
省
・
厚
労
省
）は
、
当
初
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
空
間
噴
霧
の
効

果
を
否
定
。健
康
被
害
の
可
能
性
を
示
唆
し
、「
推
奨
で
き
な
い
」と
し
て
い
た
が
、
後
に「
適
切
に
使
用
す

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」「
消
費
者
が
判
断
す
る
こ
と
」と
見
解
を
改
め
、事
実
上
、空
間
噴
霧
を“
解
禁
”し
た
。

そ
の
経
緯
は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
前
号
で
詳
報
し
た
通
り
だ
。政
府
が
方
針
を
転
換
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
１
年
半
の
間

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
猛
威
を
奮
い
、多
く
の
国
民
が
感
染
、重
症
化
、死
亡
し
た
。

　

一
方
、
安
全
・
安
価
な
殺
菌
剤

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
院
や
高
齢

者
施
設
、学
校
、幼
稚
園
・
保
育
所

な
ど
で
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
広

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の

代
替
消
毒
方
法
を
検
証

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
、
次
亜
塩
素

酸
（
Ｈ
Cl
Ｏ
）
を
含
む
水
溶
液
で
、

塩
酸
や
食
塩
水
を
電
気
分
解
す
る

こ
と
で
生
成
さ
れ
る
。約
30
年
前

に
電
解
生
成
法
が
開
発
さ
れ
、
安

価
で
効
果
の
高
い
殺
菌
剤
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。強
酸
性
・

弱
酸
性
・
微
酸
性
の
３
種
類
が
食

品
添
加
物
に
指
定
さ
れ
、
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
、Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
、サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
、腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
、ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
幅
広
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
殺
菌
・
不
活
化
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。主
に
食
品
工
場

で
の
カ
ッ
ト
野
菜
の
殺
菌
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

く
利
用
さ
れ
て
き
た
。ハ
ン
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
で
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
噴

霧
し
、
布
で
拭
き
取
る
こ
と
で
除

菌
す
る
方
法
や
、
加
湿
器
・
噴
霧

器
で
空
間
に
噴
霧
す
る
方
法
も
用

い
ら
れ
て
き
た
。

　

名
称
が
似
て
い
る
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム（
Na‌

Cl
Ｏ
）水
溶
液
と

次
亜
塩
素
酸
水
は
ま
っ
た
く
別
物

な
の
で
注
意
が
必
要
だ
。次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
は
「
ブ

リ
ー
チ
」「
ハ
イ
タ
ー
」な
ど
の
商

品
名
で
知
ら
れ
る
塩
素
系
漂
白

剤
・
殺
菌
剤
に
用
い
ら
れ
る
も
の

で
、
強
い
ア
ル
カ
リ
性
の
水
溶
液

だ
。“
混
ぜ
る
な
危
険
”の
表
示
が

示
す
通
り
、
通
常
の
洗
剤
と
混
ぜ

る
と
有
害
な
塩
素
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
る
。こ
れ
に
対
し
、次
亜
塩
素
酸

水
は
酸
性
で
、
食
品
添
加
物
と
し

て
認
可
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人

体
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

言
わ
れ
る
。

「
注
意
喚
起
」を
取
り
止
め
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28
日
に
中
間
報
告
を
発
表
。次
亜

塩
素
酸
水
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。複
数
の

研
究
機
関
に
よ
る
検
証
の
結
果
の

う
ち
、
国
立
感
染
症
研
究
所
で
は

有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
が
、
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
設
定
し
て
い
た
北
里

大
学
で
は
「
微
酸
性
電
解
水
の
ウ

イ
ル
ス
不
活
性
効
果
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
」か
ら
だ
。な
お
、
こ
の

検
証
試
験
は
対
象
物
と
接
触
さ
せ

て
消
毒
す
る
場
合
の
効
果
を
評
価

し
た
も
の
で
、
手
指
等
人
体
へ
の

影
響
や
、
空
間
噴
霧
の
有
効
性
・

安
全
性
は
評
価
の
対
象
外
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
か
ら
始
ま
っ
た

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

そ
の
直
後
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
が「
次
亜
塩

素
酸
水
の
効
果
は
な
か
っ
た
」「
空

間
噴
霧
は
危
険
」と
報
道
し
た
。後

の
ど
ち
ら
も
誤
報
と
判
明
す
る

（
前
号
参
照
）の
だ
が
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
民
放
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

な
ど
で
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
よ
う
に
「
次
亜
塩
素
酸
水

の
空
間
噴
霧
に
は
効
果
が
な
い
、

危
険
だ
」
な
ど
と
採
り
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。そ
れ
ま
で
次
亜
塩

素
酸
水
の
空
間
噴
霧
を
行
っ
て
い

言
っ
た
。

　
「
空
間
噴
霧
は
ウ
イ
ル
ス
を
拡

散
さ
せ
る
か
ら
、
使
用
を
中
止
す

る
よ
う
に
」

　

以
来
、
同
施
設
で
は
空
間
噴
霧

を
行
っ
て
い
な
い
。そ
の
後
、ク
ラ

ス
タ
ー
が
拡
大
。複
数
の
重
傷
者
・

死
亡
者
を
出
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が

収
束
す
る
ま
で
に
数
カ
月
を
要
し

た
。

　

前
述
の
通
り
、政
府
は
、次
亜
塩

素
酸
水
お
よ
び
そ
の
空
間
噴
霧
に

関
す
る
見
解
を
転
換
し
た
。２
０

２
１
年
10
月
21
日
、
厚
生
労
働
省

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
推
進
本
部
が
各
都
道
府
県
・
保

健
所
設
置
市
・
特
別
区
の
衛
生
主

幹（
部
）局
宛
て
に
発
し
た
事
務
連

絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
消

毒
・
除
菌
方
法
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
空
間
噴

霧
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
も
の

だ
。厚
労
省
・
経
産
省
・
消
費
者

庁
特
設
ペ
ー
ジ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
消
毒
・
除
菌
方
法
に
つ

い
て
」の「
５
．（
補
論
）空
間
噴
霧

に
つ
い
て
」の【
参
考
情
報
３
】で
、

「
消
毒
効
果
を
有
す
る
濃
度
の
次

亜
塩
素
酸
水
を
吸
い
込
む
こ
と
は
、

推
奨
で
き
ま
せ
ん
」
と
記
載
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
事
務
連

絡
で
は
、「
こ
れ
は
、
消
毒
剤
や
、

そ
の
他
ウ
イ
ル
ス
の
量
を
減
少
さ

せ
る
物
質
を
空
間
噴
霧
し
て
使
用

す
る
こ
と
は
、
目
や
皮
膚
へ
の
付

着
や
吸
入
に
よ
る
健
康
影
響
の
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
奨
し
な

い
、と
い
う
趣
旨
で
す
の
で
、個
々

の
製
品
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
安
全
性
情
報
は
使
用
上
の
注

意
事
項
等
を
守
っ
て
適
切
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。」「
な
お
、
同
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
５
．（
補
論
）
空

間
噴
霧
に
つ
い
て
』に
お
け
る『
消

毒
剤
や
、
そ
の
他
ウ
イ
ル
ス
の
量

を
減
少
っ
せ
る
物
質
』
に
該
当
す

る
製
品
が
、
健
康
影
響
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

た
福
祉
施
設
が
噴
霧
器
の
使
用
を

中
止
し
た
事
例
も
あ
る
。

　

札
幌
市
内
の
あ
る
高
齢
者
施
設
。

数
年
前
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

を
期
に
、
そ
れ
ま
で
の
ハ
ン
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
に
加
え
、
次
亜
塩
素
酸

水
の
空
間
噴
霧
を
始
め
た
。据
置

型
の
噴
霧
器
を
台
車
に
載
せ
て
移

動
し
て
使
用
し
て
い
た
。

　

２
０
２
０
年
の
初
夏
、
こ
の
施

設
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性

者
が
発
生
し
、
た
ち
ま
ち
施
設
内

に
感
染
が
広
が
っ
た
。ク
ラ
ス
タ

ー
認
定
さ
れ
、
国
立
感
染
症
研
究

所
の
専
門
家
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害

派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
が
派
遣
さ
れ

て
き
た
。空
間
噴
霧
器
を
見
た
専

門
家
の
一
人
が
施
設
の
事
務
長
に

「つくる、うる、かう」に地域共同体の理念を。

生産者と消費者を結ぶフリーペーパー
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遊
す
る
ウ
イ
ル
ス
・
菌
を
除
去
」

な
ど
の
表
示
に
合
理
的
根
拠
が
な

く
、
景
品
表
示
法
に
違
反
す
る
と

し
て
同
表
示
を
止
め
る
よ
う
措
置

命
令
を
出
し
た
。対
象
と
な
っ
た

の
は
、「
ク
レ
ベ
リ
ン
」の
ス
テ
ィ

ッ
ク
ペ
ン
タ
イ
プ
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

フ
ッ
ク
タ
イ
プ
、ス
プ
レ
ー
、ミ
ニ

ス
プ
レ
ー
の
４
商
品
。「
ク
レ
ベ

リ
ン
」
は
二
酸
化
塩
素
を
利
用
し

た
除
菌
剤
で
、
前
記
４
タ
イ
プ
の

ほ
か
、「
置
き
型
」が
あ
る
。

　

大
幸
薬
品
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に

よ
る
と
、２
０
２
１
年
11
月
26
日
、

消
費
者
庁
か
ら
同
社
に
対
し
、
ク

レ
ベ
リ
ン
の
表
示
が
不
当
表
示
に

当
た
る
と
し
て
、
景
品
表
示
法
に

基
づ
く
措
置
命
令
案
に
対
し
、
弁

明
の
機
会
が
付
与
さ
れ
た
。同
社

は
12
月
14
日
、
措
置
命
令
の
差
止

訴
訟
を
提
起
し
、
併
せ
て
仮
差
止

め
を
申
し
立
て
た
。東
京
地
方
裁

判
所
は
２
０
２
２
年
１
月
12
日
、

主
力
の「
ク
レ
ベ
リ
ン
置
き
型
」に

つ
い
て
、
同
社
が
消
費
者
庁
に
提

出
し
た
試
験
結
果
等
が
二
酸
化
塩

素
に
よ
る
除
菌
・
ウ
イ
ル
ス
除
去

効
果
の
裏
付
け
と
な
る
合
理
的
根

拠
に
当
た
る
と
認
め
、
措
置
命
令

の
仮
差
止
め
を
決
定
。一
方
で
、置

ル
ス
の
消
毒
・
除
去
や
、
感
染
の

予
防
・
治
療
を
目
的
と
す
る
場
合

は
、
医
薬
品
又
は
医
薬
部
外
品
と

し
て
の
承
認
が
必
要
で
す
。現
時

点
に
お
い
て
『
空
間
噴
霧
用
の
消

毒
剤
』
と
し
て
承
認
が
得
ら
え
た

製
品
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　
「
１
」「
２
」
は
表
面
、「
３
」
は

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

方
針
転
換
後
の
新
フ
ラ
イ
ヤ
ー

は
、
タ
イ
ト
ル
が「『
次
亜
塩
素
酸

水
』
を
使
っ
て
モ
ノ
の
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
す
る
場
合
の
使
用
方
法
」

で
、
旧
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
「
注
意
事

項
」
か
ら
、「
使
用
方
法
」
に
変
わ

っ
て
い
る
。ま
た
、新
フ
ラ
イ
ヤ
ー

で
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
と
は
使
い
方

が
違
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
空
間
噴
霧
に
関
し
て
は
、

新
フ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
前
記
３
点
の

記
述
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

　

こ
れ
は
、
政
府
が
次
亜
塩
素
酸

水
の
空
間
噴
霧
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
取
り
止
め
た
と
解
す
る
ほ
か

な
い
。

　

消
費
者
庁
は
今
年
１
月
20
日
、

大
幸
薬
品
の
空
間
除
菌
剤
「
ク
レ

ベ
リ
ン
」に
つ
い
て
、「
空
間
に
浮

け
る
だ
け
で
は
効
き
ま
せ
ん
」
と

し
て
い
る
ほ
か
、
空
間
噴
霧
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
３
点
の
記
述
が

あ
る
。

　

１
、
●
人
が
吸
入
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。人
が
い

る
場
所
で
空
間
噴
霧
す
る
と
吸
入

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

２
、
●
空
気
中
の
浮
遊
ウ
イ
ル

ス
の
対
策
に
は
、
消
毒
剤
の
空
間

噴
霧
で
は
な
く
、
換
気
が
有
効
で

す
。

　

３
、
※
人
体
に
付
着
し
た
ウ
イ

を
ま
と
め
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
だ
。方

針
転
換
の
前
後
で
次
亜
塩
素
酸
水

の
空
間
噴
霧
に
関
す
る
記
述
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

方
針
転
換
前
の
も
の
は「『
次
亜

塩
素
酸
水
』
を
使
っ
て
モ
ノ
の
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
す
る
場
合
の
注
意

事
項
」の
タ
イ
ト
ル
で
、「
ア
ル
コ

ー
ル
と
は
使
い
方
が
違
い
ま
す
」

と
あ
る
。拭
き
掃
除
に
つ
い
て
は

「
②
十
分
な
量
の
次
亜
塩
素
酸
水

で
表
面
を
ヒ
タ
ヒ
タ
に
濡
ら
す　

ア
ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
少
量
を
か

は
、
各
製
品
の
安
全
性
情
報
や
使

用
上
の
注
意
事
項
等
を
確
認
い
た

だ
き
、
消
費
者
に
御
判
断
い
た
だ

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
し

た
。

空
間
噴
霧
の
注
意
喚
起

フ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
削
除

　

や
や
わ
か
り
に
く
い
が
、
政
府

の
方
針
転
換
が
よ
く
わ
か
る
資
料

が
あ
る
。テ
ー
ブ
ル
な
ど
モ
ノ
の

表
面
を
拭
き
掃
除
で
除
菌
す
る
場

合
の
次
亜
塩
素
酸
水
の
使
用
方
法

方針転換前のフライヤー（表）
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年
５
月
。政
府
が
次
亜
塩
素
酸
水

の
空
間
噴
霧
に
関
す
る
方
針
を
転

換
し
、
注
意
喚
起
を
取
り
止
め
た

の
が
２
０
２
１
年
10
月
。こ
こ
に

１
年
５
カ
月
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

る
。こ
れ
は
政
府
の
行
為
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
と
言

え
る
。こ
の
間
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
第
３
波
、第
４
波
、第
５

波
と
猛
威
を
奮
い
、
多
く
の
国
民

が
感
染
、
重
症
化
し
、
死
亡
し
た
。

空
間
噴
霧
が
続
け
ら
れ
て
い
た
ら

感
染
者
を
少
な
く
で
き
た
と
い
う

確
証
は
な
い
。し
か
し
、あ
ら
ゆ
る

手
段
を
尽
く
し
て
感
染
拡
大
を
防

ぐ
べ
き
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。そ
の
手
段
の
一
つ
を
、政
府
の

思
惑
や
業
界
の
都
合
で
封
じ
て
し

ま
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
責

任
は
重
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
が
次

亜
塩
素
酸
水
の
空
間
噴
霧
に
つ
い

て
方
針
を
転
換
し
、
事
実
上
“
解

禁
”し
た
。事
務
通
知
は
全
国
の
都

道
府
県
や
保
健
所
設
置
市
に
送
付

さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
の
保
健
所

や
個
々
の
医
療
・
福
祉
施
設
ま
で

そ
の
内
容
が
届
い
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
が
必
要
だ
。　
　
　
（
堀
武
雄
）

要
請
し
て
い
る
。メ
ー
カ
ー
側
も

そ
れ
に
応
じ
、
ラ
イ
ン
を
増
設
し

て
増
産
し
た
。ア
ル
コ
ー
ル
よ
り

安
価
で
、
モ
ノ
も
空
間
も
除
菌
で

き
る
次
亜
塩
素
酸
水
や
、
空
間
除

菌
を
謳
う
二
酸
化
塩
素
が
ア
ル
コ

ー
ル
の
シ
ェ
ア
を
奪
っ
て
は
困
る
、

と
の
判
断
が
働
い
た
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
の
だ
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
中
間
報
告
で
次
亜

塩
素
酸
水
の
効
果
が
確
認
さ
れ
、

直
後
に“
空
間
噴
霧
は
危
険
”と
の

誤
情
報
が
流
れ
た
の
が
２
０
２
０

ア
ル
コ
ー
ル
業
界
に
忖
度
？

政
府
が
生
ん
だ
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト

　

政
府
は
こ
こ
で
も「
空
間
除
菌
」

「
二
酸
化
塩
素
」を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
。な
ぜ
、
こ
こ
ま
で「
空

間
噴
霧
」や「
次
亜
塩
素
酸
水
」「
二

酸
化
塩
素
」に
拘
泥
す
る
の
か
。

　

一
説
に
は
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
の
存
在
が
あ
る
、と
い
う
。前
述

の
よ
う
に
、２
０
２
０
年
春
頃
、政

府
は
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
が
不
足

し
た
た
め
、
メ
ー
カ
ー
に
増
産
を

き
型
以
外
の
４
タ
イ
プ
に
つ
い
て

同
社
の
主
張
を
退
け
た
。同
社
は

翌
13
日
、
東
京
高
等
裁
判
所
に
即

時
抗
告
し
て
い
る
。

　

消
費
者
庁
の
措
置
命
令
は
、
東

京
地
裁
が
合
理
的
根
拠
を
認
め
た

「
置
き
型
」を
除
く
４
タ
イ
プ
の
ベ

ル
ク
リ
ン
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も

の
だ
が
、
東
京
高
裁
で
の
審
理
前

に
行
わ
れ
て
お
り
、
極
め
て
異
例

だ
と
い
う
。他
社
の
同
種
製
品
は

お
咎
め
な
し
と
い
う
の
も
不
可
解

だ
。

方針転換後のフライヤー（表）


